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8年度予算を探る/
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図
面
軍
司
直
面
哩
配
置
圏
直
回

、
，
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
ヘ

3

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、

A 

町
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
、公
共
下
水
道
事
業
な
ど
3

3月定例町議会報告

平
成
八
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
五
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
一
日
間
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た

。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成

八
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予

算
を
は
じ
め
、

議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
二
十
二
議
案
等
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

。

当
初
予
算
か
ら
順
を
お

っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

• 歳
出

• 

• 歳
入

• 
歳
入
予
算
は
、
町
税
が
二
十

二
・

六
行
、
地
方
交
付
税
が
二

十
九

・

五
行
で
、
全
体
の
約
五

割
を
占
め
る
主
要
な
財
源
と

な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
予
算
は
、
ま
ず
、
性
質

別
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が

三
十
七
・
六
粁
と
最
も
多
く
、
続

い
て
人
件
費
、
物
件
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
目

的
別

に
見
ま
す
と
、
土

木
賀
が
二
十

五
・

一
切
れと
最
も
多

く
、
続
い
て

平
成
八
年
度
予
算
の
六
十
六

日
引を
占
め
る
一
般
会
計
は
、
総

額
四
十
六
億
二
千
九
百
十
万
円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
十
こ

が
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(単位 : 千円)

会計別 本年度 前年度 比較 増減率 構成比 繰入金 繰出金
(%) (%) 

一般会計 4,629 ,100 4,097 ,000 532 ,100 13.0 66.0 292 ,593 286 ,686 

国保(事業) 743 ,007 728 ,000 15 ,007 2.1 10.6 135 ,017 

老人保健 1,203 ,684 1,150 ,545 53 ,139 4.6 17.1 67 ,340 4 

簡易水道 226 ,794 188 ,265 38 ,529 20.5 3.2 11 7,000 

公共下水道 214 ,196 32 ,022 182 ,174 568.9 3.1 52 ,196 

.6. 言十 7,016 ,781 6,195 ,832 820 ,949 13.3 100.0 664 ,146 286 ,690 Eコ

平成8年度会計別予算の状況



8年度予算を探る/

民
生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
衛
生

費
の
順
に
な
っ
て
お
り
ま
す

。

主
な
内
容
は
、
ソ
フ
ト
面
に

お
い
て
は
、

町
制
四
十
周
年
記

念
事
業
費
、
住
民
の
ま
ち
-
つ
く

り
各
種
事
業
の
支
援

・

補
助

、

高
齢
者

・

障
害
者
に
対
す
る
保

健
福
祉
の
向
上
、
保
健
衛
生
事

業
の
拡
充
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
に
よ
る
生

活
環
境
保
全
の
推
進

、

補
助
等

に
よ
る
商
業
・
産
業
の
育
成
支

援
、

学
校
教
育
の
充
実
、
小
児

成
人
病
対
策
事
業
、
社
会
教
育

と
し
て
の
各
種
事
業
の
充
実
な

ど
で
す
。

投
資
的
経
費
と
し
て
は
、
交

通
安
全
施
設
整
備
、
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る
集

会
所
整
備
、
中
山

間
地
域
総
合

整
備
事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業

、

県

・
町
土
地
改
良

事
業
等
の
農
業
基
盤
整
備

、

林

道
の
改
良
、

町
道
の
修
繕

・

改

良
・

舗
装
整
備

、

消
防
施
設
整

備
、

教
育
施
設
整
備
、
社
会
教

育
施
設
整
備
な
ど
で
す
。

ま
た

、

温
泉
を
利
用
し
た
施

設
の
実
施
設
計
委
託
を
は
じ
め

各
種
事
業
の
計
画
樹
立
の
た
め

の
調
査
・
設
計
委
託
費
も
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
ま
す

。

主
な
も
の
は

、

次
ペ
ー

ジ
の

表
の
と
お
り
で
す
。

一般会計当初予算の推移
4，629 ， 100千円

。

当
初
予
算

平成 8 年度平成 6 年度平成 5 年度平成 4 年度

一般会計当初予算額の状況

分担金及び負担金
5.3% 

A 



8年度予算を探る/

平成8年度主な事業 (投資的経費の状況)

- 農村総合整備モデル事業 2,426 
・中山間地域総合整備事業 2,199 
・ 林業振興費補助金 6,320 
・ 林道改良事業 52 ,500 
・ 観光費普通建設事業(観光施設設計委託) 452 

・土木総務費(光波測距儀購入) 2,200 
・ 道路橋梁維持修繕工事 74 ,900 
・ 道路橋梁新設改良費 717,438 
・ 緊急地方道路整備事業 135 ,010 
・ 特定地方道路整備事業 120 ,000 
・ 住宅管E里費(茶堂団地・天神団地施設改修工事) 1,520 
・ 都市下水路費(向井Jl I 、三島簡易下水道) 25 ,500 
・ 消防設備整備事業(消防ポンプ積載車2台他) 7,376 
・ 消防施設整備事業 (防火水槽 2 基、蔵置所 1 棟他) 14 ,157 
・ 防災費 (避難所表示板設置工事) 656 

・ 教育委員会事務局費川内中学校プー J~設計委託) 3,000 
・小学校施設整備事業 6,998 
・中学校施設整備事業 (図書館冷暖房設置工事他) 4,921 
・ 幼稚園施設整備 (園舎改修工事他) 9,261 
・ 社会教育費 (民俗資料館(仮称)修繕工事設計委託) 800 

・ 文化財保護費 (オキチモヅヲ指定地土砂除去工事他) 670 

・中央公民館大ホール控室増築工事 17,500 

(千円)

117 

37 ,839 
19 ,392 

179 ,780 
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[単独事業費]
・ 公共土木施設

. 農林水産施設

317 

500 

3,630 
400 

82 ,542 
500 

3,000 
26 ,800 
1,000 
120 

2,000 
21 ,001 
56 ,000 
61 ,700 
4,000 
2,500 
3,190 
8,400 

10,430 
10,000 

( 普通建設事業費 〉
[補助事業費]
・ 直営林整備事業

・ 環境衛生費 (合併処理浄化槽設置整備事業補助金)

. 農村総合整備モデル事業

・中山間地域総合整備事業

[単独事業費]
・ 防火線整備事業

・ 行政財産管理費 (庁舎敷地建物配置調査委託)

. 交通安全施設整備事業 (カー ブミラ ー設置工事)

. 防犯対策費 (防犯灯設置工事)

・コ ミュニティ施設整備事業 (集会所整備事業)

. 緊急対策事業費

・ 有線放送電話費 (支障移転工事等)

・ 温泉利用計画事業樋泉施設実施設計監理委託)

. 社会福祉費(社会福祉緊急対策工事)

・老人福祉費(看板設置工事)

・ 健康センター施設整備 (高圧気中開閉器設置工事)

. 環境衛生費 (合併処理浄化槽設置整備事業補助金)

. 農地費県補助普通建設事業

・ 農地費町単独普通建設事業

. 菖蒲堰測量設計負担金

・圃場整備対策事業

. 県営圏場整備工事負担金

・ 県営圃場整備工事換地業務

.県単独土地改良事業補助

・町単独土地改良事業補助

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

主
と
し
て
自
営
業
の
人
な
ど

が
加
入
し
て
い
る
国
保
会
計
は
、

総
額
七
億
四
千
三
百
万
七
千
円

で
昨
年
よ
り
二
・

一
行
の
増
額

予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
率
鈍

化
や
一
人
当
た
り

医
療
費
の
伸

び
に
伴
う
医
療
給
付
費
負
担
金

の
見
込
み
増
に
よ
る
も
の
で
す

。

老
人
保
健
特
別
会
計

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が

加
入
し
て
い
る
こ
の
会
計
は

、

総
額
十
二
億
三
百
六
十
八
万
四

千
円
で
昨
年
よ
り
五
千

三
百
十

三
万
九
千
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
口

の
高

齢
化
に

伴
う
医
療
給
付
費
負
担
金
の
見

込
み
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

町
内
の
飲
料
水
の
大
部
分
を

供
給
し
て
い
る
簡
易
水
道
会
計

の
予
算
は

、
総
額
二
億
二
千
六

百
七
十
九
万
四
千
円

で
昨
年
よ

り

三
千
八
百
五
十
二
万
九
千
円

の
増
額
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。公

共
下
水
道
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
を
促

進
す

る
た
め
の
公
共

下
水
道
特
別

会

計
は

、

総
額
二
億

一
千
四
百
十

九
万
六
千
円
で
昨
年
よ
り

一
億

八
千
二
百
十
七
万
四
千
円

の
増

額
予
算
と
な

っ

て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
管
渠
敷
設
工
事
費
計
上

に
よ
る
も
の
で
す
。



8年度予算を探る/

O

議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

O
特
別
職
の
職
員
の
給
与
友
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

O

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

O

非
常
勤
職
員
の
報
酬

手
当
友

び
費
用
弁
償
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

O

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O

川
内
町
非
常

勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O

川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

O

川
内
町
立
幼
稚
園
使
用
料

徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O

川
内
町
道
路
占
用
料
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O

第
三
次
川
内
町
長
期
総
合
計

画
基
本
構
想
に
つ
い
て

O

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

(
公

共
下
水
道
終
末
処
理
場
用
地
)

O

平
成
七
年
度
緊
急
地
方
道
路

整
備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道

路
改
良
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

O

平
成
七
年
度
地
方
特
定
道
路

整
備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道

路
改
良
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

^ 報

生
ロ
〉

O

工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
審

査
報
告
(
中
間
)

O

公
共
下
水
道
整
備
促
進
特
別

委
員
会
審
査
報
告
(
中
間
)

〈
議
員
発
議
〉

O
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る

意
見
書

〈
珪
間
願
v 

O
町
議
会
定
例
本
会
議
の
開

催

時
刻
の
変
更
に
関
す
る
請

願

(
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
)

O

米
軍
人
犯
罪
の
根
絶
と
地
位

協
定
の
見
直
し
等
の
意
見
書

決
議
を
求
め
る
請
願
書

(
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

議
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
)

川
内
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

川
内
町
で
は
、
行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
、

町
内
各
種
団
体
代
表
十
名
の
構
成
に
よ
り
ま
す

行
政
改
革
懇
談
会
委
員
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら

、

事
務
事
業
を
始
め
各
分
野
に
わ
た
る

検
討
を
行
い
、
三
月
末
「
川
内
町

行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た

。

そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す

。

一
、
基
本
方
針

川

川
内
町
の
行
政
改
革
は
、
昭
和
五
十
八

年
よ
り
庁
内
に

検
討
委
員
会
を
設
置
し

、

国
の

地
方
行
革
方
針
に
さ
き
が
け
て
取
り

組
み
、
六
十

一
年
に
大
綱
を
策
定

以
来
、

積
極
的
に
行
革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
、
地
方
行
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に

対
応
し
た

、

来
た
る
べ
き

地

方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め

に
、
行
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を

行
っ
た
大
綱
に
よ
り
行
政
改
革
を
推
進
す

フ
9
。

凶

行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
今

回
改
編
の
「
川
内
町
行
政
改
革
懇
談
会
」

の
答
申
(
提
言
)
を
尊
重
し

、

議
会
と
連
携

し
つ
つ

、

全
庁
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組

む
と
と
も
に

、
町
民
を
は
じ
め
関

係
方
面

の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
計
画
的

に

推
進
す
る

。

二
、
当
面
の
措
置
事
項

川
事
務
事
業
の
見
直
し

O
効
率
的
な
補
助
金
の
支
出
運
用

O

事
務
事
業
の
整
理

、

合
理
化

。

行
政
手
続
制
度
の
適
正
な
運
用
と
許
認

可
手
続
の
検
討

O

事
務
改
善
の
推
進

問
時
代
に
即
応
し
た
組
織

・
機
構
の
見
直
し

O

高
齢
者
社
会
に
対
応
す
る

推
進
体
制
の

充
実

O

男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
推
進

O

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
組

織
・
機
構
の
見
直
し

間
定

員

管
理
と
職

員

の
能
力
開
発

等
の

推
進

O
定
員
適
正
化
計
画
の
推

進

O
人
材
育
成
の
た
め
の
職
員
研
修
の
充
実

凶
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行

政
サ
ー

ビ
ス
の

向
上

O
O
A

化
の
推
進

O

庁
舎
及
び
有
線
放
送
電
話
施
設
の
改
修

旧
公
共
施
設
の
管
理
運
営

O

管
理
運
営
面
の
充
実
に
よ
る
施
設
の
有

効
活
用

O

管
理
委
託
の
推
進
に
よ
る
効
果
的
な
施

設
運
営

~ 
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準
小
作
料
は
通

常
の
農
業
経
営
・

上
る
飯

一
。

、
農
て
さ
も
て
要

、
も
内
有
許

を

モ
デ
ル
と
し
て
算
定
し
て
お
…

E

す
す
ま
が

つ

な
て
れ
必
か
合
城
所
は

道
換
成
ι
ま
州
目
あ
見
く
さ
が
ほ
場
区
の
に

り
、

あ
く
ま
で

一
つ
の
目
安
で
…

也
転
置
合
り
う

地
で
と
な
供
可
の
る
化
地
合

す
。

し
た
が

っ

て
契
拘
す
る
寺
川
出
に
材
場
な
ど
o
地
地

f
に
許

地

す
街
伐
場

1
1

日

…
掠
途
資
る
に
か
す
出
店内股
刈

用
は
農
用
市
放
る

は
、
こ
の
標
準
小
作
料
を
参
考

υ

工
用
に
す
要
る
ま
休
り
農
の
に
の
転
い
草
す

、
の
的
I
M
Wあ
れ
遊
ぎ
が
作
め
等
て
日

一
採
用

に
し
て
よ
く
話
し
合
い
、
お
互
一

地
外

，間
と
カ
て
さ
え
か
目
耕
た

地
し
げ
転

い
が
納
得
の
上
決
め
て
く
だ
さ
い
敷
以一
な
可
地
断
と
る

地
れ
る
園
買

。
た
ら

。

一

t

宅
地
た
場
許
農
判
た
あ
、
さ
す
樹
売
す
ま
自
ん

い

北

住
農
ま
取
て
が
で
、
が
た
な
用

。

、
を
で
;

が
せ

1

・

UK
を
の

。
採
し
地

つ

ぱ
性
ま
が
転
す
畑
地
要

J

者
ま

な
お
、
こ
の
標
準
小
作
料
は
、
…
周

等
ど
す
利
と
土
よ
れ

也

盟

、
ま
、
牧
必
出
用
り

農
業
経
営
基
盤
強化
促
進
法
の
…
路
地
な
で
砂
用

の

に
あ
創
れ
間
ば
り
回
放
が
け
利
い

創

出
版
林
と
、
転
そ
況
で
、
ま
培
れ
な
水
草
可
届
、
は

利
用
権
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の

一
5

・
山

こ
場
時

-
現
地
も
れ
肥
い
と
・
採
許
は
者
可

ー
ょ

っ
L
q
u

で
す
。
一

聖
司
山
田
ワ

一民
日
日
こ
ま

\
1
J
/

/

刊
一
l
j
ほ
1
1
一J1
1
2
存
じ
で
す
か

鰍
…許
可
が
必
要
で
す

ペ

1

・

凪
一
〈
農
地
転
用
は
二
種
類
〉

文
同

揖
岡野

・
回
農
地
の
所
有
者
、
耕
作
者
が

自
重酢

・

自
ら
そ
の
農
地
を
転
用
す
る
場

ら
…
合
。
(農
地
法
第
四
条
)

1

・

ブ
固
農

地
の
使
用
収
益
権
を
持
た

t

-
明
い
…
な
い
者
が
農
地
の
所
有
者
、
耕

助
芭劇

作
者
か
ら
農
地
を
買
い
受
け
、

1

・

伸
一

借
り
受
け
、
あ
る
い
は
耕
作
権

叶
叫出

…
の
移
転
を
受
け
て
転
用
す
る
場

i

-

川

一
合
。

(
農地
法
第
五
条
)

の

一

上'u 
日
一

作
料
が

訂
さ
れ
ま
し
た

j

適
用
は
平
成
七
年
度
か
ら

j

小
作
料
の
目
安
と
な
る
「
標

準
小
作
料
」
が

、

別
表
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た

。

標
準
小
作
料
制
度
は
、
昭

和

四
十
五
年
に

制
定
さ
れ
て

い
ま

す
が
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
な

っ

て
お
り
、
今

年
が
全
国
的
に
そ
の
見
直
し
の

年
に
あ
た
り
ま
す

。

標
準
小
作
料
は
、
粗
収
益
か

ら
生
産
費
用
と
経
営
者
報
酬
を

控
除
し
て
得
た
残
余
の
額
を
基

準
に
定
め
る

「土
地
残
余
方
式
」

に
よ
り
算
定
し
定
め
た
も
の
で

す
。平

成
七
年
度
の
標
準
小
作
料

改
訂
作
業
は
、
農
水
省
通
達
に

よ

っ

て
改
定
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
が

、

実
施
に
当
た

っ

て
は
、

農
地
の
貸
手

、

借
り
手
の
代
表

者
等
の
意
見
を
尊
重
し
決
定
い

た
し
ま
し
た

。

〈小
作
料
契
約
の
目
安
〉

本
年
度
の
支
払
小
作
料
は
、

今
回
新
た
に
改
訂
さ
れ
た

小
作

料
が
適
用
と
な
り

ま
す
が

、

楳

区分 生産量 I也 区 名 標準小作料

水稲
北方 (宝泉旦ノ上西ノ )

1 級地 側の台地部を除く 25 ， 000円
540kg 

南方、 吉久

宝泉、 Eノ上

水稲
西ノ側の台地部、 西組

H.&:t也 横灘、 原 、 三軒屋、徳吉 22 ， 000円
510kg 

則之内、 永野、 ーケ谷

イ呆免、 和田丸

桧皮、 鳥ノ子、 問屋、 狩場

3 級地
水稲 日浦、音田 (河之内)

14 ， 000円
480kg 惣田谷下、 惣田谷上

井内全域

水稲
水越、 川筋、添谷

4 級地 音田 (松瀬川)、 相之谷 4 ， 000円
450kg 

土谷、滑川| 、 明河

~ 
⑨ 

県
知
事
が
工
事
等
を
中
止
さ
せ
、

原
状
回
復
命
令
を
出
す
こ
と
が

出
来
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い

場
合
は
、
最
高
三
年
以
下
の
懲

役
又
は

一
O
O
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す

。

市
街
化
区
域
の
農
地
転
用

無
断
転
用
は
厳
し
い
措

置

都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化

区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
農
業
委

員
会
に
届
け
出
て

受
理
主
自の
交

付
を
受
け
れ
ば
転
用
が
出
来
ま

す
。

無
断
転
用
者
に
は
、
都
道
府
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続用途地:践が5用調:目に決定f
都市計画法及び建築基準法の改正に伴う新用途地域の決定は、

5 月 31 日を予定しています。 それ以降の建築確認申請には 、 新用途

地域制度による建築物の用途制限等の規制が適用されます。 F建築確認可
i 申請 勺に l
h ご注意 a

また、 5 月 31 日時点で、既に建築確認を受けて建築工事中の建築

物については旧用途地域が適用されますが、建築確認を受けていて

も工事に着手していない建築物は、新用途地域の適用となりますの

でご注意ください。詳しくは、建築確認窓口ヘご相談ください。

なお、 新用途地域の図書は、 愛媛県庁都市計画課及び川内IllJ企画

調整課において閲覧することができます。

第一種低層
住居専用地域

第二種低層
住居専用地域

第一種中晶膚
住居専用地域

第二種中高層
住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

新用途地域制度による主な建築物の用途制限の概要

住宅の他は、学校、公衆浴場、診療所、 50m'以内の兼用住宅等に限って許容。
(現行の第一種住居専用地域と概ね同 じ)

第一種低層住居専用地域で適格建築物となるもののほか、 1 50ば以内の店舗等に限って
許容。

第一稜低層住居専用地域で適格建築物となるもののほか、病院、児童厚生施設、 500m'
以内の店舗等に限って許容。

現行の第一種住居専用地域と概ね同じ 。
(一定の運動施設の建築は禁止)

現行の住居地域で不適格建築物とな るもののほか、パチンコ屋 、 カフオケボックス、
3 ,000m' 超の事務所、店舗等の建築を禁止。

現行の住居地域と概ね閉じ 。
(300m' 以内の自動車車庫の建築は許容)

現行の住居地域で不適格建築物となる もののうち、自動車車庫、 1 50m' 以内の自動車修理
工場等の建築を許容。

現行の近隣商業地域で不適格建築物となるもののほか、個室付浴場に類する一定の建築
物の建築を禁止。客室部分200m'未満の劇場、映画館等の建築を許容。

現行の商業地域で不適格建築物となるもののほか、コンク リ ー卜の粉砕工場等の建築を

禁止。

現行の準工業地域で不適格建築物となるもののほか、石綿含有製品の製造工場等、個室

付浴場に類する一定の建築物の建築を禁止。

現行の工業地域で不適格建築物となるもののほか、個室付浴場に類する一定の建築物の
建築を禁止。

現行の工業専用地域で不適格建築物となるもののほか、老人ホーム、 一定の運動施設等
の建築を禁止。

自動車税の納付は期限内に

平成 8 年度自動車税の

納期限は 5 月 3 1 日(鉛です

ので期限内納伺をいたし

まし ょう。

*自動車税についてのご相談は

松山市北持田町132
松山地方局直税第二課

n941-1111 
内線 346~349
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狩
場
川流

路
工
完
成

狩場川の流路工が 9 年の歳月をかけ

て、このほど完成しました。

3 月 18日の完成記念式典には関係者

が集まり、神事の後、記念植樹をコミュ

ニティ広場で行い完成を祝いました。

川上小学校 86名

東谷小学校 19名

西奇小学校 12名

‘入学式
• 4 月 8 日

町内各小学校入学式

新入生 117名

• 4 月 9 日

川内中学校入学式

新入生 1 39名

つ
岩
瀬
あ
や
さ
ん

d

-
愛
媛
県

一
優
秀
選
手
賞

一
受
賞

一
ム

企交通安全祈願祭

4 月 5 目 、 恒例の交通安全祈願祭が行

われました。 今年は、祈願祭の前にシー

トベルト着用率を調査するなど 、 交通安

全を呼びかけました。

A
A
 

J
 

三
月
十
目
、
松
山
コ
ミ
ユ

-

二
テ
イ
セ
ン
タ
ー
で

愛
媛
県

一

優
秀
選
手
貰
の

擾
賞
式
が
あ



り
、
川
内
町
か
ら
川
上
小
学

一

校
六
年
の
岩
瀬
あ
や
さ
ん



(
こ
の
広
報
が
出
る
時
は
中
一

学
生
で
す
)
が
受
賞
さ
れ
ま



し
た
。

一

こ
れ
は

、

川
上
ス
ポ
ー
ツ



少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で

一

の
活
躍
が
認
め
ら
れ
た
も
の



で
す
。

一
l
¥
 



ゆ
圃
圏
直
圏
一
晶
画
哩

みんなの広場に登場していただく
方を募集しています。
「こだわり人生J íまちの話題J íわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報

係までご一報ください。
ft966-2222 有線2111

会高岡正明さん (87歳)
“現代の花咲かじいさん"といわれています。

四
月
に
入
り
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
桜
の
た
よ
り
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

、
こ

の
時
候
に
な

る
と
大
忙
し
に
な
る
の
が

H

現
代
の
花
咲
か
じ
い
さ

ん
H
こ
と
高

岡
正
明
さ
ん

(則
之
内
永
野
)
で
す。

地
元
テ
レ
ビ
局
の
取
材
が
連
日
続
き
、
少
し
お
疲

れ
ぎ
み
の
高

岡
さ

ん
を
お
た
ず
ね
し
ま
し
た
。

・一口
問岡

さ
ん
は
「
桜
を
平
和

の
か
け
橋
に
」
と
世
界
各

国

へ

の
サ
ク
ラ
の

植
殺
を
手
が
け
ら
れ

、

今
回
の
ク
リ

ン

ト
ン
大
統
領
の
来
日
に
合
わ
せ
て
桜
を
贈
り
た
い
と

今
、
準
備
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

高
岡
さ
ん
の
ス

ケ
ー
ル

の
大
き
な
話
を
お
う
か
が
い
し
た
後
、
松
山
の

東
雲
短
期
大
学
の
玄
関
口
に
高
岡
さ
ん
が
寄
贈
さ
れ

た
H

陽
光
作
の
桜
の
苗
が
、
十
年
経
ち
、
み
ご
と
な
花
を

咲
か
せ
て
い
る
と
い
う
話
を
す
る
と
、
高
岡
さ
ん
の

顔
が
お
も
わ
ず
ほ
こ

ろ
ん
だ
の
が
印
象
的
で
し
た
。

や
は
ら
か
さ
灯
の
色
洩
る
る
維
の
問

側
に
居
て
楽
し
い
女
桃
の

花

子
の
笑
窪

見
つ
め
る
喰

鮒
升
生
ま
る

千
年
の

古
都
に
泊
ま
り
て
脱
か
な

身
を
寄
せ
る
君
の
背
広
し
脱
月

廿
方
析
や
街
並
な
べ
て
台
造
り

紅
格
ゑ
ち
て
不
伶
の
え
と
な
り
ぬ

灯
さ
さ

る

我
が
子

の
部
屋
の
胤
か
な

-
w
u
ら

れ
し
子
が
泣
き
に
ゆ
く
半
い
戯

漂
へ
る
蜘
珠
の
香
や
花
曇
り

笑
く
ぽ
あ
る

頬
に
淡
や
キ
紫
歌

日
感
判
官
の
土
蹴
る
絡
を
放
ち
ゃ
っ

初
蝶

の
込
ひ
と
み
た
る

花
屋
か
な

お
ぼ
ろ
夜
や
記
憶
の
底
の
羊
宵
の
伶

管
.:Yf 

宮
崎 表川吟社

3 月例会蝿奇選

大
石

美
今、

美
岬
1

田

中

笹
子

i良
吾F

~ 
司、

樹

渡
部
て
る
み

事亙
ロ

文
子

え
古t

多
喜

1t. 
ム

力。

寿

佐
イ白

芳
女

戸L
b 

.:Yf 

美
イミ

宇
和
川

悠
起

i良
吾F

五

月
A主
E与

iも

鋼
iら



校
教
職
員

の
異
動

任
の
先
生
方

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

O
退
職

東
谷
小
学
校

校

長

川
上
小
学
校

山
ス

ム
削

市
方
ヲ

ヨ
-
n

教

諭

川
内
中

学
校

時
人

ι
削

ふ
み排d
J

-
=
="

目
柏
市原

土
土

,,a1
E' 

!jj-}近

仁l 藤

重

)¥ 

束

裕

O
転

出

川
上
小
学
校

教
諭

稲

葉
澄

江

(北
吉
井
小
学
校
へ
)

東
谷
小
学
校

主
事

村
上
裕
子

(松
山
市
北
中

学
校
ヘ
)

西
谷
小
学
校

山
Y
A

ι
削

市
寺

F
2日

青

井

栄
十

(上
林
小
学
校
へ
)

川
内
中
学
校

教
諭

高
須
賀
恵

美
子

(仕
七
川
小
学
校
へ
)

諭

高
須
賀

郁

子

(
重
信中
学
校
へ
)

藤
田
直
樹

(砥
部
中
学
校
へ
)

教教

吾乙、

"11リ

任
の
先
生
方

彦

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

学 利

O
転

入

川
上
小
学
校

教
諭

曽
我
部
洋

一

(中
島
中
学
校
よ
り
)

諭

元

山

直
美

(中
，島
南
小
学
校
よ
り

)

諭
今
井

互

郎

(
天谷
小
学
校
よ
り

)

子

教教

東
谷
小
学
校

校

長

渡
部
英
隆

(野
中
小
学
校
よ

り

)

教
諭
渡
部
良

仁

(
喜
多郡
中
野
小
学
校
よ
り

)

主

任

渡
部
誠
治

(北
山
崎
小
学
校
よ
り

)

川
内
中

学
校

教
諭

宮

田
佳

子

(上
灘
中
学
校
よ
り
)

教
諭

和

田
日
出

子

(
重信
中
学
校
よ
り
)

教
諭
忽
那
ひ
と
み

(宇
和
島
市
城
東
中
学
校
よ
り

)

教
諭

国

本
理

恵

(蛸
新
中
学
校
よ

り

)



O
町
長
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助
役

O
収
入
役

詐
称

田
中

高
須
賀

敦信房

マ
総
務
課

課
長
八
木

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

大
石

庶
務
係
(
兼
)
渡
部

ク
林
。
大
石

課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

野
口

財
政
係
近
藤

広
報
係
長
近
藤

広
報
係
河
端

ク
野
中

東
温
消
防
署
(
派
遣
)

字
和
川
直
人

片
一
一一
=口

Etd
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q
t 

慶和通秀
子子生輝

祝{官、昭秀泰
子明弘之治

マ
企
画
調
整
課

課
長

菅
野

干
」一山ρ
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一
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・
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z
e正
、
主

一
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一
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，

一
一人

主
J
t
・
一2
L

首敦義

企課
画長

ク調補
整佐
係

。

マ
税
務
課

課
長
桑
原

課
長
補
佐
兼
税
務
係
長菅

野
近
藤

青
野

一
一
{
呂

←ι
H
川

z
n
k
『

i

'

税徴

ク務緊
係長

// 

貢

マ
福
祉
課

課
長

課
長
補
佐

福
祉
係
長

福

祉
係

ク

保
険
係
長

保
険
係

片近渡戒
岡藤部能

義照祐重
文雄二昭

重
寛

雄美伸勝陸
一香一之志

杉
原
収

高
須
賀
哲
雄

水
田
実

渡
部
清
美

高
須
賀
明
美

田
井
淳
一

徳
野
仁
美

専保
門
員険
戸係
籍
係
:長

越小森池 松近
智倉 川 本藤

千品 戸

祉ル鋭
王相

事係

マ
産
業
課

課
長
篠
原
龍
純

謀
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

坂
本
憲
俊

産
業
振
興
係
長
渡
部
光
長

産
業
振
興
係
高
須

義
春

ク
佐
伯

美
帆

課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
第

一
係
長

緒
方
光
男

農
林
土
木
第

一
係

黒
川

'
F

え

w
h
υ

4

州
凹
ム
リ
一
口

農
林
土
木
第
二
係
長高

木

農
林
土
木
第

二
係

ド
ル
砂
左
吋

4
K
1・
品
川
円

。
武
智

専
門
員
換
地
係
長

白
戸

』
ナ
え
p
p

vサ
什L
ム
斗
口

換
地
係

美初
香美史

aゐロヒ
、
山
畑山

、

-
一一フ
正
冷ぃ

彩
子

涼
子

直 1専
樹 幸

仁
志

博
徹之隆

政
口二

マ
建
設
課

課
長
永
田

課
長
補
佐
菅
野

専
門
員
建
設
係
長

佐
伯

善
伸

建
設
係
越
智
泰
司

ク
東
克
敏

。
字
和

川
明
広

ク
名
越
利
江

地
域
改
善
対
策
係
長大

内
菅
野

中
口
同
須

.、
、
‘
ヘf
入

金
P
1
-
d

建
築
係
長

登
記
係
長

主
止
1
し
ず
糸

ey
E」
エ
-n
H

マ
水
道
課

課
長
松
末

課
長
補
佐
兼
水
道
係
長大

野
渋
谷

相
原

菅
野

橋
本

乃
万

F 下水
ク水水 ιJ首

、合台、吉台 ソ 人~.

1旦:tê.

係係係
長

マ
国
土
調
査
課

課
長
桑
原

専
門
員
国
土
調
査
係
長

篠
森

森
松

国
土
調
査
係

心栄
三 新

則政信
一 均博幸

俊
彦

尚秀
尚武人利学茂

常
夫

隆俊
子明

国
土
調
査
係

// 

マ
出
納
室

出
納
室
補
佐

出
納
員

マ
健
康
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
渡
部

セ
ン
タ
ー
長
補
佐

大
西

佐
伯

王

事

中市

マ
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長

(
兼
)

所
長
補
佐

(
兼
)

主
事
補
(
兼
)

保
健
婦

込と4.

オt

養。

士

マ
清
掃
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐

技
能
員

マ
保
育
園

園
長
保
母

桑 近藤
原藤田

修和良
治明記

岡林
田

和宏
美保

昭
義

裕
子裕

渡
部
昭
義

大
西
裕

左
自
省
子

,Ar

,EAl-

-AZI-

-

永
野
洋
子

相
原
律
代

両
村
千
春

河
端
千
津
子

伊池
藤 } II

正秀
直敏

高
須
賀
澄
子

渡
部
恒



保

母

橋
田
恵
伊
子

官
岡
本
泉

橘
美
歩
子

{
子
古
同
宮
田
宣
口
宙
心

大
野
美
奈
子

片
山
み
よ
り

近
藤
文

子

渡
部
峰
子

ク'" '" 

用調

務理ク

貝貝

マ
議
会
事
務
局

事
務
局
長

書
記

武
智
洋
一

羽
藤
由
美
子

マ
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
長
桜
田
喜
志
男

学
事
課
長
田
中
道
徳

学
事
係
長
高
須
賀
広
一

学
事
係

近
藤
大
作

英
語
指
導
助
手

ク
ラ
ウ
ス

・

デ
ィ
l

タ

1

・

オ
ル
ト

社
会
教
育
謀
長
兼
社
会
体
育
係
長

小
倉
章
宏

社
会
教
育
係
長
兼
文
化
係
長

大
窪
篤
紀

社
会
教
育
係
今
井
宮
江

。
桑
原
和
宏

。
戒
能
耕
児

派
遣
社
会
教
育
主
事関

谷

由
s

f
q
4
 

社
会
教
育
指
導
員
(
非
常
勤
)

近
藤
重

利

マ
補
導
セ
ン
タ
ー

所
長

(兼
)
桜
田
喜
志
男

事
務
局
長
(
兼
)
小
倉
章
宏

社
会
教
育
指
導
員
(
非
常
勤
)

渡
部
洋
美

マ
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
福
積
良
樹

係
長

三
津
山
光
生

調
理
員
(
主
任
)

渡
部
妙
子

(
副
主
任
)

杉
原
智
子

大
西
幸
子

回
中
ゆ
い
子

松
下
琴
美

桐
山
松

美

加
藤
康
子

// イシ
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マ
監
査
委
員

書
記
(
兼
)

武
智

洋

マ
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長
(
兼
)
八
木

書
記
長
補
佐
(
兼
)大

石
渡
部

貞通秀
生輝

選
挙
係
長

マ
農
業
委
員
会

事
務
局
長

主
査

藤
原
弘

菅
美
野
里

マ
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長

(
兼
)

桜
田
喜
志
男

0 
人

事

マ
退
職

(三
月

三
十

一
日
付
)

学
事
課
長
補
佐

大
石
球
美

マ
新
採
用

(
四
月

一
日
付
)

4
4
u
'
v
昨
4
H
K

」
ι
l
l

引R
V
暑
の
吉
町

H
I
U
川

福
祉
課
小
倉

彩雄
子一

川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

þ、

"" 

長
(
非
常
勤
)広

川
和
高

野
口
信
代
志

宇
和
川
千
代
香

丹
豊
子

土
井
敬
子

高
瀬
な
み
江

丸
山
貴
代
美

戒
能
佐
登
美

マ
中
央
公
民
館
長

相兼
1!i( '-' 

田
吾

志
男

へ 三1三 車
ル EF リ

クパル門
| ノl、員
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// '" 川

内
交
番
に

本
田
巡
査
部
長

赴

任

へ
ル
パ
1
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高
橋
み
ど
り

森
敦
子

松
山
東
署
川
内
交
番
が
こ
の

四
月

一
日
よ
り
新
設
の
松
山
南

署
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た

。

そ
れ
に
伴
う
異
動
で
本
田
和

男
巡
査
部
長
が
赴
任
さ
れ

、

二

人
体
制
か
ら
三
人
体
制
へ
と
よ

り
充
実
し
ま
し
た
。

マ
自
己
紹
介

氏
名
本
田
和
男

(
相
歳
)

前
任
地
伯
方
署
八
幡
駐
在
所

出
身
地
伊
予
郡
松
前
町

趣
味
釣
り
・
ゴ
ル
フ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



平
成
八
年
度

幼
稚
園
-
小
学
校

中
学
校
教
職
員
名
簿

O
川
内
中
学
校

校
長
山
米
同
県

4

-5
 

教
諭

。11 

大和中若日岡高宮河二門伊 i度
須

戸田村 |士| 野田賀田野村l 田 H軍部

'" イジ今'" 11 

'" 11 11 

二 日兼益聖

郎子康業 美宏仁 子 二 子弘雄温

峯良{圭健買IJ

昨
1〈
ム
川

4

-2-n
 

ムゲ11 11 11 イシ11 

'" 11 11 

詩i 養

λ 教。

師 言語i

専
門
員

校
務
員

亀水宮 l生11 i度河精神岡宮忽 川藤近山田

回国内中退合本野本 111奇那上岡藤口井

公
子

宙
心

=
一

陵

二

ゆ
か
り

斉
睦

ひ
と
み

恭
子

理
宙
恵
心

香
織

英
樹

i一
-
「
」
門
川
川
H
牟

H
U
止
ι〈ハ
ヨJ

宏
子

由
里
子旧

田
明

ι
4
J
 

H
m
v
 

男

逸秀

O
川
上
小
学
校

教教校

諭頭長
'" 

今ペシ'" 11 今，シ'シ11 11 そシ11 11 イシ11 11 11 11 イシ11 11 

養
護
教
諭

釆
松

菅
野

野
口

近
藤

相
原

石
原

オ
足

w
n
v

、J
的

J
4口

和
旺

高
須
賀

東
村
大
西

森

川

曽
我
部

大
野

渡
部

曽
我
部

葛
原

日
浅

山

田

大
戸

石

川

元
山

z

-

代
、

at
L
--

i
T
Rト

L
7

ト
「

J
Aq

J
J
Y
 

井
原

前
崎

菅
本

幸
平

胤
子

桂
子

キ
サ
子

冨
美
子

洋
子

祐
美
子

真
知
子

秀

喜

メ

H
ノ
、
、
、

宙
心

『
ナ

ゆ
か
り

節
美
郁
子

勇
次

洋

一

裕
美

好
子

由
美

章
恵

正
人

直

美

尚
子

互
郎

尚
哉

な
な
え

さ
ゆ
り

講
師
石

田

専
門
員
豊

学
校
栄
養
職
員問

自
山

校
務
員

O
東
谷
小
学
校

校
長

時
λ

百
凶
ハ

ォ

ι
4
4
F
L

ム

時
A
A

品川

北
狩
d

一
言"

。
匂

11 。11 11 。

養
護
教
諭

北
丹
市

叩

主

任

校
務
員

O
西
谷
小
学
校

校
長

叫
火

zm沢

2

-i
 

v
，
、

、
- d
Hリ

本
軍

-E而

。11 

佐渡稲大渡東池大和渡菅竹渡渡門本田門

田中橋

敬
世

奈
保
子

康

二

下野

建千

内部

あ成英
け

茂 j台次美仁子晴子男緑み美|監

田野田部

孝誠健由良聡丈元利

伯部田野部部田 133 '=1:1屋

加 一知 和 淳
代
子美嗣紀子

教
諭

。

養
護
教
諭

講
師
主
査
校
務
員

長
曽
我
部

子里

O
川
上
幼
稚
園

園
長

主
任
教
諭

17
k

hh
H
a
 

孝
言

ム
ゲ

11 

O
東
谷
幼
稚
園

園
長
副
園
長

教
諭

z
l

語
系

=一文

司
司J
4
4，
A
1
E市
企

O
西
谷
幼
稚
園

園
長

主
任
教
諭

教
諭

。

日山谷 二 和浅門福菅 仙渡杉岡 吉松井 桑 門

浅本尾神田

章

文奈子博男

雅佳典繁

子

野田田野波

律
子

み
は
子

保
恵

千
秋

幸
子

英

隆

原本良

ノ
ブ
子

由
美
子

キ
シ
子

下上原 屋

子子子子

恵玲恵淳



純
一
ゆ
題

&
事
i
ー

一
言
語

lfl歳以上の方に、切手などを
無料r~布します

~郵便局から~

た
だ
今
、

川
内
郵
梗
局
で
は
高

齢
者
の
郵
便
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
七
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に

高
齢
者
向
け
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
切

手
と
郵
便
書
簡
(
ミ
ニ
レ
タ
l
)を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
者

申
込
日
に
満
七
十
歳

以
上
の
方

O

受
付
期
間

七
月

一
日

開
ま
で

O

配
布
品

切
手

一
シ

l

卜

(
八十
円
切
手
五
枚

)

郵
便
書
簡
五
枚

(三
百
円
分

)

O
申
し
込
み
方
法

国
民
健
康
保
険
証
や
運
転
免

許
証
な
ど
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
を
提
示
し

、
所
定
の

申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、

一
般
の
方
に
も
有
料
で

お
分
け
し
て
お
り
ま
す

。

農
局
返
り
に
出
来
・
た
句
の
沫

野
仏
を
一
寸
拝

ん
で
行
く
散
歩

単
身
赴
任
回
令
の
味
に
す
く
に
馴
れ

学
に
寝
て
流
れ
る
雲
に
夢
無
限

広

告
の
狙
い
に
a貝
け
て
四
貝
わ
さ
れ
る

咽
屠
の

A
aぎ
を
知
る

小
正
月

一
人
居
の
灯
気
づ
か
う
雨
降
り

大
店
へ
材
紙
る
し
く
さ
十
手
持
ち

味
覚
に
も
馴
れ
て
同
居
の
あ
り
が
た
さ

幼
児
が
ヨ
チ
ヨ
チ
狙
う
母
の
膝

種
蒔

・

き
へ
今
日
は
一
-
私
万
倍
日

五
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
3 月例会喜撰亭選

都
築
凡
止
す
子

佐
々
木
胡
舟

波
部
佐
久
・
艮

山
本
ひ
ろ
志

平
岡

~* 
舟

回
申
l

右

各

山

本

紫
芳

田
野
岡
田

州

r匂

肉

A殺

篠
森
美
登
里

高
瀬
会
社
株
亭

-
五
月
四
日
午

後
七
時
三
十
分
よ
り

・
中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

画
〕
①
北

②
家

③
枕

新
し
い
お
方

の
ご

出
席
、
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。



⑨⑧⑧⑧ 

三F ボ
呈言、軍フ
言理ン
言:1邑7..

三ヒア

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

毎
週
金
曜
日
、
健
康
セ
ン
タ
ー

二
階
の
調
理
実
習
室
で
四
十
か

ら

四
十
五
食
分
の
給
食
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す

。

こ
れ
は

、
社
会
福
祉
協
議
会

の
音
頭
で

独
居
老
人

の
方
々
に

温
か
い
給

食
を
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と

、

と
も
し
び
会
の
有
志
五

1

六
人

が
、

平
成
二
年
か
ら
ス
タ

ー
ト

さ
せ
た
も
の
で
す

。

そ
れ
が

、

平
成
六
年

九
月
、
給

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
再
発

足
し

、

A
7で
は

、

婦
人
会
の
会
員

さ
ん
や

、

パ
ン
教
室
の
生
徒
さ

ん
も
加
わ
り

、

総
勢
で
三
十
名

の
も
の
が
活
動
し
て
お
り
ま
す

。

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

四

班
編
成
で
給
食
を
つ
く
っ
て
お

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

月

一
回

程
度
給
食
-
つ
く
り
に
参加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す

。

で
き
上
が
っ

た
給
食
は
、
ヘ

ル
パ
ー

さ
ん
の
手
で
独
居
老
人

宅
ヘ
届
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
が

、

た
ま
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
配

達
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

毎
週
金
曜
日
を

心
待
ち
に
し

て
い
る
お

年
寄
り
の
た
め
に

、

こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

1

3

0
 

;
し

~ê置

四
月
十
二
日

、

健
康
セ

ン
タ
ー

で
保
健
衛
生
実
践

会
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。

川
内
町
の
健
康
づ
く

り
の

拠
点
の
健
康
セ
ン
タ
ー

も

ム
フの
建
物
の
前
は

、

写
真

の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

で

し
た
。
建
物
も
車
も
な
つ

か
し
い
感
じ

が
し
ま
す
。

A 



⑧⑫⑧⑧ 
小
手
ケ
滝
城
駈
に

*

業

桜
を
植
栽

~ 三
月

三
十

一
日
、
井
内
の
小

手
ケ
滝
城
駈
で
桜
の
植
殺
が
行

わ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
桜
の
名
所
を
つ
く

ろ
う
と
、
桜
花
塾
が
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ

て
い
る
行
事
で
す
。

今
年
は
、
こ
の
行
事
に
地
元
の

ま
ち
-
つ
く
り
グ
ル
ー

プ
の
井
内

愛
桜
会
が
加
わ
り
、
総
勢

二
十

名
、
が
参
ノ
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

小
手
ケ
滝
城
世
に
詳
し
い
郷

土
史
家
の
酒
井
孝
先
生
の
先
導

に
よ
り

、

一
路
山
項
の
小
手
ケ

滝
城
世
め
ざ
し
て
登
り
始
め
ま

1
u
h
~。

沢
を
越
え

、

木
立
の
中
を
歩

く
こ
と
約
十
分
、
う
っ
す
ら
と

汗
が
に
じ
ん
で
き
た
こ
ろ
休
憩

う
聞
に
雑
木
の
整
理
が
で
き
ま

し
た
。

あ

っ

と
い
う
聞
に
と
い

い
ま
し
た
が
、
完
了
し
た
の
は
、

す
で
に
畳
を
す
ぎ
て
い
ま
し
た
。

腹
の
虫
が
な
く
の
を
聞
き
な

が
ら

、

や
っ
と
桜
の
苗
木
の
植

栽
で
す
。
山
頂
の
周
辺
と
、
一

段
下
が
っ
た
郭
(く
る
わ
)
に
塾

生
が
次
々
と
桜
を
植
殺
し
て
ゆ

品
C
宇
品
Jし
去
に。

植
栽
完
了
後
は
、
小
手
ケ
滝

城
の
石
積
み
で
あ
ろ
う
と
思
わ

を
と
り
ま
し
た

。

木
立
の
中
で

思
い
思
い
に
腰
を
か
け
、

一
休

み
し
な
が
ら
小
手
ケ
滝
城
祉
の

由
来
を
酒
井
先
生
か
ら
聴
き
ま

し
た
が
、
先
生
の
熱
弁
に
み
な
、

中
世
の
川
内
町
へ
思
い
を
馳
せ

て
い
る
よ
う
で
し
た

。

重
い
腰
を
上
げ

、

ま
た
歩
き

始
め
て
約
十
分
、
山
頂
へ
た
ど

り
つ
き
ま
し
た

。

山
頂
で
は

、

す
で
に
塾
生
が
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー

で
雑
木
を
切
り
、
山
頂
を
切
り

開
い
て
お
り

、

う

っ
そ
う
と
し

て
い
た

山
頂
が

明
る
く
開
け
て

い
ま
し
た

。

さ

っ
そ
く
、

桜
の
植
栽
と
は

い
か
ず
、
雑
木

の
整
理
を
手
分

け
し
て
行
い
ま

し
た
。
切
っ
た

木
を
ま
と
め
、

桜
を
植
栽
す
る

ス
ペ
ー

ス
を
確

保
し
て
ゆ
き
ま

す
が
、
多
人
数

で
の
作
業
の
た

め
、

あ
っ
と
い

砂 5月ポカシづくり‘ 5 月 26 日 (日) 午後 7 時30分より

中央公民館 3 階にて、ボカシづくりをいたします。

ごみの減量ばかりか、農作物及び花だんの有効堆肥とな

ります。

おさそい合わせてご参加ください。

なお、 ボカシと石けんの販売もいたします。

れ
る
場
所
で
記
念
撮
影
で
す
。

三
月
最
後
の
日
眼
目
、
休
日

を
つ

ぶ
し
て
の
桜
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
い
へ
ん
ご
く
ろ
う
棋
で
し

た
。

こ
の
小
手
ケ
滝
城
副
が
、

い
つ
の
日
か
桜
の
名
所
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
下
山
し
ま
し
た
。

な
お
、
塾
生
は
そ
の
後
、
井

内
愛
桜
会
の
会
所
で
親
睦
を
深

め
な
が
ら
、
桜
談
義
に
花
を
咲

か
せ
た
そ
う
で
す

。

婦人会よりのお知らせ
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口年金 口国保 口募集 口相談 口週間 口こぞんじですか 口お願い

一
年
金
手
帳
L
に

圃
つ
い
て

「
年
金
手
帳
」
は、

国
民
年
金

や
厚
生
年
金
に
初
め
て

加
入
し

た
と
き
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
記
号
番
号
は
、
国
民
年
金
な

ど
へ
の
加
入
の
記
録
等
を
管
理

す
る
た
め
の
も
の
で

、

一
つ
の

制
度
で
の
番
号
は

一
生
を
通
じ

て
変
わ
り
ま
せ
ん

。

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手

帳
は
学
生
か
ら

社
会
人

、

会
社

員
か
ら
自
営
業

・

専
業
主
婦
へ

と
職
業
が
変
わ
っ
た
場
合
で
も

使
用
す
る
之
と
に
な
り
ま
す
か

ら
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま

，t
vト
品
、
「
ノ
。

同
じ
制
度
で
の
記
号
番
号
が

一
一つ
以
上
あ
っ
た
り
、

氏
名
、
が

だ
し

、

県
警
へ
リ
の
愛

称
「
い

し
づ
ち

」
は
除
く
。

発
表
は
6

月
。

口
賞

品

採
用
者
の
中
か
ら

抽
選
で
1

一
間
違
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る
と

、

一
ょ
う
と
い
う

、

助
け
合
い
の
制

一
人
に
、
家
族

(
5人
以
内

)
で

一
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
間
違
一
度
で
す

。

一
の
就
航
式
体
験
飛
行
と
記
念

い
の
も
と
に
な
り
ま
す

。

一
職
場
の
医
療
保
険
(
健
康
保
一
品
を
プ

レ

ゼ
ン
ト
。

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
と
き
一
険

、

共
済
組
合
な
ど
)
に
加
入
一
口

応
募
方
法

一
や
、

一
人
が
二
冊
以
上
の
年
金
一
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
一
は
が
き
に
愛
称

一
点
と
そ
の

一
手
帳
を
も

っ

た
と
き
や
、
氏
名

・

一
け
て
い
る
人
以
外
は
、
全
で
国
一
理

由
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

一
生
年
月
日
に
変
更

・

訂
正
が
生

一
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
一
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

一
じ
た
場
合
に
は
手
続
が
必
要
で
一
せ
ん

。

(
強
制加
入
)
一
で
、

一T
7

9
0
1
7
0

松
山

一
す
。

一

他
の
医
療
保
険
を
や
め
た
時
一

市
一
番
町
4
丁
目
4
ノ

2

国
民
年
金
手
帳
に
関
す
る
こ

一
は
、
す
ぐ
役
場
に
届

出
を
し
て
一
愛
媛
県
庁
生
活
文

化
部
交
通

一
と
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
お
間

一
く
だ
さ
い

。

一
消
防
諜
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
ム
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
一
ぃ

。

(8
9
4

1

・
2

1
1
1

\
d

i
-
-
i
l
l
/

一
内
線

2

4

5
0
)

-

-

A
国
保

Y
J
ベ

パ
川
、

一
回「ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
%

」

EE

, 

-

.

l
I
l
l
i
-
-

一
圃
愛
媛
県
消
防
防
災
ヘ
リ
一
聞の
参
加
者
募
集

幽
国
保
の
し
く
み

一
圃
コ
プ
タl
愛
称
募
集

一
園

幽

一

圃
一
一

般
、

学
生
の
方
で
、
「
看
護

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は、

一
口
募
集
期
間

一
婦
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
、

一
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、
一

5

月
1

日
か
ら

5

月
白
日

一

「
病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
、

一
経
済
的
な
負
担
が
軽
く
な
る
よ
一
口
募
集
内
容

一
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た

一

う
に

、
日

ご
ろ
健
康
な
と
き
か
一
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

一

い
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
、

…
ら加
入
者
全
員
で
保
険
税
を
出

一
愛
称
は
、
ひ
ら
が
な
又
は
カ
一
看
護
週
間
の
行
事
と
し
て、

次

一
し
あ
い
、
万

一
の
と
き
に
備
え
一
タ
カ
ナ
で

5

文
字
以
内
。

た
一
の
病
院
で

一
日
看
護
体
験
を
し

看目 9 4 電職氏電自| 日 時 | 場 所 | 募集人員 I i ，~な Z:
諮 11 0 月話業名話 込 | 5 月 13 日 (月) I 愛媛大学医学部附属病院 I 1 5名 |ま 抽 お者た

22 松官雪亭ヲ~ ~ I5 月間月) I 粧会松山病院 I 10~ |七季一言?

;d42ii|;;:::: |;;出U叶 :;l???;
媛法後に嘉技 、き 1 5 月 1 5 日同 |国立療養所愛媛病院 I 15名 | せ数おし
き会 Y イ 2225 1 5 月間附 |県立中央病院 I 10~ | :?;z 

l 媛丁 7 をて ; 町 I 5 月 1 5 日同 |松山赤十字病院 I 1 0名 | たき tq

A 



ャ戸、

ス
セ
ン
タ
ー
(

合
9
2
4

・

一
口
日

時

一
す
る

5

月

1

日
か
ら

7

日
ま
で

一
口
対
象
者

0
8
4
8

)
ま
で
お
申

し

込
一

5

月
日
白

川

9

時
1

幻
時

一
の
1

週
間
を
憲
法
週
間
と
し
、

一

障
害
を
も

っ
て
お
り
、

み
く
だ
さ
い

。

一
口
フ
リ

ー

ダ
イ
ヤ
ル

一
法
務
省
、
検
察
庁
や
弁
護
士
会

一

を
希
望
し
て
い
る
方

0

1

2
0

・
0
2
5
5
5
0

一
の
協
力
を
得
て
、
無
料
法
律
相

一
口
実
施
期
間

\
\
l
i
l
i
-
-
-

/

一
口
相
談
担
当
者

一
談
な
ど
の
各
種
行
事
を
行

っ
て

一

l

期
あ
た
り
8

週
間

(年
問

、
、

・
E
・
E
・
-
-
-
-
-
-
‘
.
一

-

J

〆

一

国
陪
，
，

E

一
人
権
章
受
委
員

、

弁
護
士
、
一
い
ま
す

。

一

4

期
)

/

品
引
雲
町

\l

一
:
日

/
/

I
l
l
i
-
-
\

\

一
法
務
局
職

員

-
一

\
l
i
l
-
-
-
/

一
⑨
職
業
講
習

(O
A
講
習
)

闇
愛
媛
県
交
通
事
故

i

一
l人
民J
P
ぜ
J
E
r

ゎ
f

一
、

圃
-
-

且
ご
を
民
じ
で
夢
り
盲

一

O
A

機
器
へ
ワ
ー
プ
ロ
、

パ

回相
談
所

…-い
じ
め
|
単

一A

川
ゆ
円
守
、
|

…
ソ
コ
ン
)
の
乱
作
技
能

等
を
習

.
園

子
ど
も
の
日
記
念

i

l
i
-
-
1

一

口
相
談
日

一
一
圃
一
圏
一

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
域
の

県
の
休
日
を
除
く
毎
日一
回全国
一
斉
無
料
相
談

一
回職業
準
備
訓
練

一
川
大
を
図
り
、
盟
主
活
の
安

一
.
一
幽

職
業
講
習

(O
A
講
習
)

一
4

(9
時
1

日
時
)
一

口
日
時

一
一
圃
一

定
に
つ
な
げ
る

口
相
談
場
所

一

5

月
間
日

ω

叩
時
1

日
時

一

愛
媛
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
一

口
対
象
者

松
山
市

一
番
町
4

丁
目
4

の
一
口

場

所

一
で
は
、
ハ
ロ

l

ワ
ー

ク

(
公
共

一

障
害
(
主
に
上
肢

・

下
肢
障
害

2

愛
媛
県
庁
第

二
別
館
l

一
愛
媛
弁
護
士
会

一
一
職
業
安
定
所
)
と
連
携
し
、
障
一
者

、

視
覚
障
害
者
)
を
も
っ
て

階

(
8
9
4
1

・
2
1
1

1

一

松
山
市

一
番
町
4

丁
目
l

の
5

一
害
を
持
つ
方
々
の
職
業
的
自
立
一
お
り
、
就
職
の
目
標
を
も

っ

内
線
2
4
5
7

)

一
口
相
談
電
話

一
を
効
果
的
に
促
進
す
る
た

め
、

一

て
い
る
方

口
弁
護
士
相
談

一

色
9
3
2

・
5
2
1
0

一
職
業
相
談

、

職
業
評
価
、
職
業
準

一
口
実
施
期
間

毎
週
金
眼
目

一

一
備
訓
練
、
職
業
講
習
等
を
行

っ
一

1

期
あ
た
り
4

週
間

(年
間

\
\
i
l
i
l
i
-
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。
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口イベント ロ講座 口5月の催し

-主 旨 自然に親しみながら健康増進のため

の山歩きの基礎を学ぶ

・主 催川内町教育委員会

・指 導清家 一明

〔 日本体育協会B級(山岳) 指導員〕
・募集人員 25人

・申込期 日 平成 8 年 5 月 12 日

・申 込 先川内町教育委員会社会教育課

〈日程 ) (変更あり )

5 月 18 日出
開講式 ・ 登山の楽しさと厳

講義しさ ・ 装備諸注意

5 月 25 日出 登山の歴史と歩行技術 講義

5 月 26 日 (日) 瓶ヶ森の自然観察 実技

6 月 1 日仕) 体力づくりと地図の読み方 講義
6 月 2 日 (日) 皿ヶ嶺連峰縦走 実技

6 月 29 日出 緊急時対策と救急法 講義

6 月 30 日 (日) 天狗の森被の巨木 実技

9 月 29 日 (日) 石墨山の自然を訪ねる 実技

10月 20 日 (日) 秋色の石鎚を訪ねて 実技

1 0月 26 日出
自然保護活動の現況報告と

講義今後のあり方 ・ 開講式

d
d
 

副F
ら

-
噂
加
悦

一
較
的
説

養
成

。日時平成 8 年 5 月から年11 回 (予定)

・ 毎月第 2 月曜 日

午後 7 時30分~午後 9 時
第 1 回 5 月 1 3 日 (月)

。講 師 愛媛大学法文学部教授
美山 靖先生

。内 容 古典文学入門から作品の学習ま

で楽しく学ぶ

O対象一般

。受講料無料

。場所 川内町中央公民館3階視聴覚室

。申込み 川内町教育委員会社会教育課

T E L 966-4721 

有線 5911

陸上自衛隊松山駐屯地 lとき : 255;羽詰(3! Jt11tJ:30

創立41周年記念行事 lところ:判官弘山市南梅本町乙の11 5
-催し物 記念式典 (観閲行進を含む)、 訓練展示、装備品展示

音楽隊ドリル、ジープ試乗、野点、模擬亮店

試着コーナ一 (自 衛官の制服等 を 自由に試着できます)

野外喫食コーナー(野外炊事車による調理の展示と試食)

※当日は自由に駐屯地への出入りが'できます。 ご家族連れで気軽にお越

しください。 なお、当 日は車両が大変込み合いますので極力電車又は

パスをご利用になるか、皆さんで乗り合わせのうえお越しくださし、0

・お問い合わせ先 松山駐屯地広報班 TE L 975-0911 (内 204)

・最寄り駅のご案内 伊予鉄パス 川内方面行
自衛隊前下車徒歩約 3 分

伊予鉄道郊外電車横河原線
梅本駅又は牛測団地前下車徒歩約10分

A 
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fi966-4989 有線3130口清掃センター5月ごみ収集計画表

収集曜日 ~X 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷 (井内を除 く)

5 月 6 日 ( 月 ) を 5 月 7 日 (火) に
土谷 ・ 滑川・ 天神 ・ 鳥の子 ・ 横 i難団地

収集tムー羊- ーーー ーーー ー ーー ーー ーー ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー』喧ーー・ーーーーー ー ーーー

木 井内

火・金 北方 ・ 南方
5 月 3 日 (金) は収集を休みますーーー・・・ ・・・ー・ーー - -- --

火 奥松瀬川
@ 

前松瀬) 11 (鳥の子を除く)
5 月 4 日 (土) は収集を休みます水・土

町筋(天神を除く )

ooooo t5ぇI~ごみ 00000

xxxxx ちあ怠:いごみ・有資源ごみ xxxxx

収 集 土色 域 ガフス・空ビンま買 空き缶等金物類 有資源ごみ

東谷・西谷 (井内を除く )
5 月 1 3 日(月) 5 月 27 日(月) 5 月 20 日 (月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 5 月 14 日 (火) 5 月 28 日 (火) 5 月 2 1 日 (火)

前松瀬JII (鳥の子を除く)
5 月 8 日 (水) 5 月 22 日(水)

町筋(天神を除く) 5 月 22 日 (水)

井内・土谷・滑川 5 月 9 日 (木) 5 月 23 日 (木)

園
町
国
園
圃(3月受
付
分
敬
称
略)
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.3歳児健診

口乳幼児相談 口予防接種

乳幼児健診 I 

-歯科検診
歯科医師による歯科診察やフッ素 ・ サホラ

イド塗布 をします。

砂日 時 5 月 23 日休)

受付: 午前 9 時~ 1 0時30分

午後 1 時~2 時30分

砂 場 所 健康センタ - 2 階

3 歳児を対象に、小児科診察・歯科診察 ・ 保

健指導等をします。

砂対象児 1 歳~就学前の幼児

砂 持参品 母子健康手帳、歯フラシ

惨日 時 5 月 9 日休)

受付: 午前1 0時~ 1 0時30分

砂場所健康センター 2 陪

砂対象児 平成 5 年 1 ~4 月生まれの幼児

砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜 (事前に送付します)

-乳幼児健康相談

コ ッ プ 、 タオル

砂料金 200円

もぐもぐ教室

4 ~ 6 カ月児対象の離乳食講習会です。

砂日 時 5 月 2 1 日ω 午前 9 時30分~
砂場 所 健康センタ - 2 階

険対象者平成 7 年11 月 ~平成 8 年 1 月生

まれの乳児と母親
身体計測と保健婦、栄養士の育児相談を行っ

ています。
砂 内 容 『離乳食の進め方について』

栄養士の話と調理実習

身体計測、発達チェック

砂持参品 母子健康手帳、 エ プロ ン

砂日 時毎週水曜日

砂場 所 健康センタ一 1 階

砂場所健康センター 2 階 砂持参品 母子健康手帳、 体温計

ワクチ ン名 日 時 対象児と注意事 項

5 月 8 日 (水)
3 カ 月 ~7 歳 6 カ 月 の者

ポ リオ 1 0 日 (金)

午後 2 時~3 時
*下痢をしている方は受けられません。

5 月 1 5 日 (水)
1 歳~7 歳 6 カ 月 の者

=種混合
午後 2 時~3 時

* 百日ぜきにかかっ たことのある方は二種混合 (ジフ

テ リア ・破傷風)を受付で申 し出て受けてくださし、。

5 月 27 日 ( 月 )
1 i賓 6 カ 月 ~7 歳 6 カ 月 の者

風 疹
午後 2 時~3 時

* MM R (風疹 ・麻疹・おたふくかぜ) を受けている方
は受ける必要ありません。

5 月 30 日 (木)
3 歳~7 歳 6 カ 月 の者

日本脳炎
午後 2 時~3 時

* 日本脳炎は 3 歳で 2 目、 4 歳で 1 回の合計 3 回接

種する必要があります。

A 



5月の当番医 1 
口当番医 口健康講座 口健康相談 口犬 口献血

[診療時間]

午前 8 時30分

午後 5 時30分

日 当 番 医 住 所 電話番号

3 日 (到 重信クリニック 重信町志津川 964-1188 

4日比) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

5 日 (日) 岸本医院 川内町北方 966-5670 

6 日 (月) 愛媛+全医療学院附属病院 川内町南方 966-5011 

12 日 (日) 山本内科 川内町北方 966-2066 

19 日 (日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

26 日 (日) 宮内病院 松山市北梅本町 975-0091 

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行

っ

て
い
ま
す

。

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
日
時
毎
週
水
曜
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午
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時
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ロ
時

V
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所

健
康
セ
ン
タ
ー
1

階
運
動
指
導
室

-
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

園
話
回
一即
日
民団
特官

精
神
的
に
不
安
定
だ
っ
た
り
、
お
年
寄
り
の
痴
呆
等
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す

。

V
日
時

5

月
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日

幽
午
前
9

時
羽
八
万j
ロ
時

V
場
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健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
家
庭
訪
問

-
リ
ハ
ビ
リ

屈
判
官
，W必
要
で
す
の
で
、

保
健
婦
ま

で
ご
連
絡
〈
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i
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理
学
療
法
士
に
よ
る
機
能
回
復
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
o

v
日
時
毎

週
水
曜
日
午
後

1

時
j
3

時

V
場
所
ガ
リ
ラ
ヤ
荘

E煙室主ヨ・
-

い
き
い
き
健
康
講
座

『
肩こ
り
を
や
っ
つ
け
よ
う
』

講
師
/
愛
媛
十
全
医
療
学
院

理
学
療
法
士
中
川

仁
志

肩
こ
り
を
す
っ
き
り
解
消
す
る
た
め
に
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

。
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日
時

5

月
お
日
ω
午
後
1

時
犯
分
j

v
場
所

健
康
セ
ン
タ
ー

2

階

5月 29 日(水)
場 pJT 日寺 間

j A 三内 9 : 00~10:30 

遊とぴあ前 11 :OO~13:00 

役場別館前 14 : 00~16:00 

野犬買い上げ

，f
@

一 n

e
e-
F
/
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邑

F
人

d
qし

叩
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射
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時
タ
録
防

曜
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ン
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月
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セ

、
病

週
午
康
鑑
犬

毎
健
印
狂
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不用犬引き取り、

時

砂場所

砂持参品

砂日



門

川上小学校

く函主〉

西

川
上
中
学
校
の

名
残
り
の
門

四
月
八
日
、
川
上
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
新
し

い
服
装
で
、
保
護
者
に
付
き
添
わ

れ
て
校
門
を
く
ぐ
る
新
入
生
の
姿

は
、
初
々
し
く
て
い
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

川
上
小
学
校

の
西
門
は
御
影
石
で
り

っ
ぱ
な
門

柱
で
す
が
、
そ
の
由
来
を
ご
ぞ
ん

じ
で
す
か
。

こ
の
門
柱
は
、
も
と
も
と
、
松

山
市
の
堀
之
内
に
陸
軍
松

山
歩
兵

二
十
二
連
隊
が
駐
屯
し
て
い
た

時
、
入
口
に
立

っ

て
い
た
門
柱
で

し
た
が
、
戦
後
、
新
制
中
学
校
設

立
の
折
、
川
上
中

学
校
へ
払
い
下

げ
ら
れ
た
も
の
で
す

。

川
上
中
学

校
は
、
今
は
現
存
し
ま
せ
ん
が

、

今
の
川
上
小
学
校
の
場
所
に
あ
り

ま
し
た
。

そ
の

名
残
り
が
、
今
の

西
門
の
門
柱
で
す
。

時
代
も
移
り
、
校
舎
も
人
も
新

し
く
変
わ
っ
て
ゆ
き

、

こ
の
門
柱

の
由
来
を
知

ら
な
い
人
も
多
く

な

っ

て
き
ま
し
た
。

A 

源太桜~

4 月 1 0日 、源太桜を訪ねて旧金毘羅街道を

行く 。 丹原町側より歩くこと 1 0分くらいで突

然杉木立ちの中に源太桜が現われた。 幹の大

きさに圧倒されながら 、 視線を上げてゆく と 、

空いっぱいに桜の花が咲いている 。 この桜

の巨樹が「源太桜その 2J であり、これより

約50m 行くと、「源太桜その 1 J がある。

国道 11 号線の喧眼を遠くに思いながら 、静

寂の中で咲く桜の花を見ていると、ここだけ

は 、 ゆったリと時が流れているように思えた。
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